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事例研究
株式会社・松谷製作所
独創固有技術と経営理念
柳川　高行
1．問題設定
　J　R東北線の下り普通列車に乗り，宇都宮駅から北へふたつ目の宝積寺駅
で下車し，タクシーで数分のところに「株式会社・松谷製作所」の本社と工
場とがある。
　栃木県に住む人々にとってもほとんど知られていない企業であるが，マニ
（Mani）ブランドの手術用縫合針の日本No．1の企業（日本の手術針生産の50
％のシェアを有する［1］74ページ）であり，高い成長可能性を秘めた研究
開発型のクリエイティブ・カンパニー（creative　company）でもある！注1）
　この事例研究は，活字データおよび松谷貫司社長へのインタビュー記録を
素材に，クリエイティブ・カンパニーである松谷製作所の独創固有技術と独
自の経営理念の内容と相互の論理的関連の究明をその課題とするものである。
2．株式会社・松谷製作所の会社概要
【本　　社】　〒329－12栃木県塩谷郡高根沢町中阿久津743
　　　　　費0286（75）1511㈹　FAXO286（75）2115
【設　　立】　昭和34年（創業31年）
【資本金1　4，800万円
【従業員】　140名（平均年齢28歳）
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【事業内容】
【社　　長】
【初任給】
手術用縫合針（アイド針，アイレス針），歯科用治療器具
（リーマー，ファイル，クレンザー，
ドバー）鍼麻酔用針の製造販売
松谷貫司
16万3，000円（平成元年4月実績）
ブローチ，ダイヤモン
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［4］によれば，
　89年8月期の売上高は約14億8千万円（前年比15．6％増），
　　　　　　経常利益は1億4千万円（　同　32．0％増〉
である。
3．独創固有技術の内容
3－1　組織のドメインの選択と現状
　初代社長であり，創業社長でもあった松谷正雄（現会長）は，第二次大戦
前から，手広く軍需品工場を経営していたが，戦後に戦時協力を反省し，何
か人助けになる事業をおこそうと考え，昭和31年医療用器具の製造（［2］
236ページ）を「組織のドメイン」（企業の事業領域）として選択した磐2）
その後，後述するように，外科手術用の縫合針と歯科用治療器具の生産をそ
の具体的内容とする，「微細加工技術を必要とする医療器具の製造と販売」
とを現在のドメインとしている！注3）
3－2　4つの独創固有技術
　同社では，医療用器具の具体的製品として手術用縫合針の研究開発を34年
に着手し，36年に世界で初めて18－8ステンレスを素材とする手術用アイド縫
合針の開発に成功した。錆びないという特性を有しながら硬度の問題で不可
能であった18唱ステンレスという素材を，「加工硬化の原理」を応用するこ
とで，折れない・硬い・錆びない手術針として製品化した。この縫合針によ
り同社の成長の基礎が形成された（［1］76～79ページ）。この製品の開発
を通して，同社の独創固有技術の第一の内容をなす「素材形成技術」が確立
されたのである。
　昭和42年には18－8ステンレス製のドリルドタイプのアイレス縫合針（注4）の
製造販売を行うようになった。この製品の開発を通して確立された同社の第
二の独創固有技術は，「微細加工技術」であった。超微細なドリルドタイプ
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のアイレス針を製造できるのは松谷製作所以外にはない。同社の独占的商品
であり，売上の約40％を占めている（［1］80ページ〉。微細加工技術は，
白内障手術用のヘラ状の太さ0．2mm程度の針を作ることを可能にし，微細な
手術（マイクロ・サージェリー）を可能にしており，脳外科用のドリルドタ
イプのアイレス針は30ミクロンの針に5ミクロンの糸を通すものである
（［5］）Q
　参考の為に，同社の脳外科用アイレス縫合針の大きさを示す，写真をかか
げておく
　　　　　指の指紋の上にのる針（太さ30μ，穴経15μ，長さ2㎜）
　上述した微細加工技術を利用しての手術用縫合針の生産には超高精度の加
工が必要であるが，そのような工作機械は製造されていない。そこで同社は，
微細加工用の工作機械そのものも自社生産している（［1］82ページ）。工
作機械の生産を通して，1同社の独創固有技術の第三の内容をなす「機械製造
技術」が確立されたのである。
　同社は手術用縫合針の生産で培った微細加工技術を応用し，新たな市場で
ある歯科用根管治療器具市場へと参入した。昭和51年歯科用クレンザー，ブ
ローチを発売し，昭和54年に歯科用リーマー，ファイルの製造技術を完成さ
せた。この過程で同社は，製品特性の試験機・測定機を開発製造し自社生産
している（［1］82～83ページ）。ここに同社の独創固有技術の第四の内容
をなす「計測技術」が確立されたのである。
一150一
　　　　　　　　　　　　　　　株式会社・松谷製作所　独創固有技術と経営理念
　従って，松谷製作所の独創固有技術の技術マップ（注5）は，①素材形成技術
と②微細加工技術という製品に具体化される技術を横串にして，③機械製造
技術と④計測技術という製造技術を縦串にした4つの要素技術の複合体であ
ると言えよう。
4．経営理念
　松谷製作所の経営理念を構成すると解せられる公式に文章化されたスロー
ガンは四つのものである（［5］）。
　①社訓…・…………・・科学する心で熱心にねばり強く
　②経営基本方針……独創技術を持ち将来利益を確保する
　③営業基本方針……世界一の品質を世界のすみずみへ
　④32期社長方針……（1）やりがいのある仕事
　　　　　　　　　（2〉不良率低減
　　　　　　　　　（3）20％成長
以上の公式に文章化された四つのスローガンの内容と関連とを論理的に吟味
することにしよう。
　最も中核的な経営理念は②の経営基本方針であろうと解せられる。それは
第一に，同社の存続と成長とを可能にする必要不可欠の条件が「独創固有技
術を保有する」ことであることを明示している。同社の競争上の強みの源泉
であり，企業特殊的な資源（enterprise　specific　resource）が，独創技術で
あることを述べていると解してよいであろう。経営基本方針の第二の「将来
利益の確保」とは，現在の利益は研究開発費として独創技術の開発に使われ
るべきであるという企業の価値観を示しており「将来利益第一主義」とも称
されている（［1］74～75ページ，［4］）。このことは，現在利益は将来
利益を確保する為の「未来費用（future　costs）」をなすと考えていること
を意味している無6）この経営基本方針は同社の「技術開発志向」の企業文化
（corporate　culture）の中核的内容（注7）を示しており，独創固有技術という
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経営資源の開発と蓄積こそが同社の最優先課題であることを明示したものと
解せられる。技術開発志向の企業文化は，経営資源の蓄積の指針をなすのみ
ならず，同社の「未来の方向性と広がり」とを示しており，将来をも含んだ
「企業のドメイン」を技術の切り口から規定しているものだと言えるだろう
（［10］90～92ページ）。技術開発志向の企業文化は，また，同社のCor－
porate　Identity（企業の基本的性格・企業の独自の存在理由）をも明示して
いると言うことができよう黛8）’
　次に重要な経営理念は③の営業基本方針であり，同社の経営戦略上の特性
を示しているものと解せられる。その第一の「世界一の品質」とは，同社の
独創固有技術の結晶である製品の備えるべき品質特性であることを示すとと
もに，同社の競争戦略上の戦略目標を示している。「品質世界一」は同時に
また，研究開発担当者へのモティベーション作用を有している（［5］）と
解されている。第二の「世界のすみずみへ」という表現は，同社の成長戦略
の中核が，海外市場・世界市場の開発という国際化戦略に置かれていること
を明瞭に示しているということができよう。
　次に①の社訓であるが，これは，先述した技術開発志向と戦略目標を日々
実現していくために従業員全員の則るべき「行動規範」をなすものである
（［5］）と解せられる。
　上述の三つが経営理念の内容をなすものと解せられるが，④の32期社長方
針とは，経営基本方針，営業基本方針という長期的理念を具体化していく際
の，短期の事業計画をなすものであり，短期の具体的組織目標をなすものと
解せられる。
結■5
　松谷製作所は，経営理念にうたわれている「技術開発第一主義」に基づき，
同業他社に比べ，相対的に優位な固有技術を蓄積し，それを製品開発に具体
化してきた秀でたcreative　companyである。
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　四種の固有技術は「自走」し手術用縫合針から歯科医療用ダイヤモンドバー
へと製品を多様化してきた（［1］86ページ，［4］）。同社は，現在「製
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注9）品多様化」と「国際化」の2つの成長戦略を実行中である。
　同社の固有技術の開発は，そのほとんどを現社長松谷貫司氏の個人的能力
に負っている。その意味において松谷社長は経営理念を体現している「企業
の英雄（hero）」なのであるが，同社の強みの中核をなす独創固有技術が社
長の個人能力に依存したきたことは，同時に最大の弱みになる可能性がある。
同社の最大の戦略的課題は，社長以外の技術開発担当者に技術開発力を如何
にして修得・蓄積させ，ミニ松谷社長，ミニヒーローを何人作り出せるかで
あると思われる。チームワークによる技術開発の仕組み作りが焦眉の急と思
われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（雛翻纏）
注
（注1）　クリエイティブ・カンパニーという名称は，次のレポートから借用した。
　　　「新・研究開発革命が始まった，クリエイティブ・カンパニーへの道」，『日
　　経ビジネス』，1990年11月12日増刊号，8～25ページ。
（注2）組織のドメインに関しては次を参照のこと。
　　榊原清則，1988年，「企業戦略のドメイン」，日本経済新聞，3月21日，23日，
　　24日，25日，26日，29日付記事。
　　石井淳蔵　他，1985年，『経営戦略論』，有斐閣，第2章，「ドメインの定義」，
　　17～45ページ。
　　伊丹敬之・加護野忠男，1989年，『ゼミナール経営学入門』，日本経済新聞社，
　　第3章，事業構造の戦略，75～118ページ。
（注3）　同社パンフレット，”TODAY＆TOMORROW”には，「より確かな治療に
　　向って高品質のインスツルメントを手にすること」という表現と”SURGERY
　　＆DENTISTRY（外科治療器具と歯科治療具）”という表現が見られる。
（注4）　ドリルドタイプのアイレス縫合針とは，先端面から針軸方向に穴を掘り，針
　　と糸とを合体させワンセットにして使用できる針であり，チャネルタイプのア
　　イレス針よりも組織の非損傷性に優れている（［1］80ページ）。
（注5）　「技術マップ」については次を参照のこと。
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　　　榊原清則　他，1989年，『事業創造のダイナミクス』，白桃書房，110ページ。
（注6）　「未来費用」に関しては次を参照のこと。
　　　藻利重隆，1973年，　『経営学の基礎（新訂版）』，森山書店，284，287，290～
　　　293，295，305，405ページ。
（注7）　「企業文化」に関しては次を参照のこと。
　　　野中郁次郎，1981年，「組織文化の形成と機能」，『月刊リクルート』3月号，
　　　17～21ページ。
　　　野中郁次郎，沼上幹，1986年，「企業文化」，小林規威他編，『現代経営事
　　典』，日本経済新聞社，178～184ページ。
　　　伊丹敬之，加護野忠男，1989年，『ゼミナール経営学入門』，日本経済新聞社，
　　　第10章，「経営理念と組織文化」，301～329ページ。
（注8）CorporateIolentltyに関しては，次を参照のこと。
　　　伊丹敬之，加護野忠男，『前掲書』，88ページ。
　　　榊原清則，1982年，「C　I導入で企業に何が起ったか」，『月刊リクルート』，
　　　1月号，44～49ページ。
　　　柳川高行，1982年，「経営理念の制度化行動一事例研究・ダイエー一」
　　　『白鴎女子短大論集』第7巻第2号，107～126ページ。
（注9）　「製品多様化」に関しては，次を参照のこと。
　　　田島壮幸，1984年，　『企業論としての経営学』，税務経理協会，340～356ペー
　　　ジ。
　　　「国際化」に関しては，次を参照のこと。
　　　伊丹敬之，加護野忠男，『前掲書』，第4章，国際化の戦略，119～154ページ。
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（付記）
　本稿の執筆にあたり，松谷製作所松谷貫司社長には，長時問のインタビューで貴
重なお話をお聞かせ頂いた上に，草稿段階で通読して頂き貴重なコメントを賜りまし
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